の 監房に 二十 何人 かの 男が 詰って いるが それら は スリ、 

かっぱらい、 無銭 飲食、 詐欺、 ゆすりな どが 主な の だ。 

看守 は、 雑役の 働く 手先に つれて 彼方此方しながら、 

「この 一 二 年、 めっきり 留置場の 客種 も 下った なァ」 

と、 感慨 ありげ に 云った。 

「もとは、 滅多に 留置場へ なんか 入って 来る 者 もな 

かった が、 その代り 入って 来る 位の 奴 は、 どいつ も娑 

婆 じ や 相当な こと を やって来 たもんだ。 それが この頃 

じゃどう だ！ ラジオ (無銭 飲食) だ、 ナ マコ 一 枚 だ、 

で 留置場 は 満員 だものな ァ。 きんたまの あるよう な 奴 

が 一 人で もい るかね^」 



した。 交番の 巡査が、 何でも 引っぱって 来て ー晚 留置 

場へ ぶちこみ さえ すれば 五 十 銭。 共産党 関係 だ つたら 

五 円。 所謂 「大物」 だと それ 以上 —— 蔵 原 惟人で いく 

ら になった？ そう 思う と、 体が 熱くなる のであった _ 

暫くして、 私 は 金網 越しに 云った。 

「 だけれ ども 結局、 いくら 引っぱって 見たところ 

で はじまらない わけです ね。 世の中の 土台が このまん 

まじ や。 二十 九日が 来た。 ソラ 出ろ。 …… やっぱり 食 

う 道 はあり やしない」 

「ふむ …… 」 

監房の 前の 廊下 はま だ濡 雑巾の あとが 春寒く 光り、 



頃合い を 見て 自分 はゴ ザから 立ち上った。 そして 彼 

の 横 を ゆ つ く リ通リ すが つ て 便所 へ 曲り しな 小声で 訊 

いた。 

「二 ュ 1 ス ない？」 

「蔵 原、 やっぱり ひとりら しい」 

「 」 

留置場の 便所に は 戸がない。 流しから 曲った ところ 

が 三尺に 一 間の コンク リで、 突 当りに 曇った 四角い 鏡 

が 吊って ある。 看守が 用便 中の もの を 監視す る 為の 仕 

かけで ある。 窓の ない 暗い 便所に かがんで いる 間、 自 

分の 頭 は 細かく いろいろな 方面に 働いた。 そして、 聞 



恐らく は 写真まで をのせ て 書き立てた 新聞記事 によつ 

て 動乱した らしい 外の 様子 も 手に とる ように 察 しられ 

る。 

ヤスの 生家 は X 県の 富農で、 本気な ところの ある 娘 

だが こういう 場合に なると、 何と 云 つ て も 真のがん ば 

り はきかない。 階級 性と いう もの はこうい う 時こう い 

う 具体的な 形で 現れて 来る。 ヤスに ついて 自分 は 兼々 

そう 思って いた こと だし、 同時に、 僅か 二 カ月暮 した 

ばかりの 動 坂の 家が 空に なっても かまわな いと 思った。 

特高 は 自分の 横顔 をし きりに 注視して いるが、 自分 は 

今度の こと を 機会に 自分 達の 全 生活が 全く これまでと 



渡す。 特高 はい やにお 辞儀 をして ガラス戸 をし めて 出 

て 行く。 I 

私 は、 謂わば そのと きになって 初めて その 男と その 

室の 様子と に 注意 を 向けた のであった。 

髪 を こつ てりと 櫛 目 だてて 分け、 安物 だが ズボンの 

折目 はきつ ちり 立った 荒い 縞 背広 を 着た その 男 は、 黒 

い 四角い 顔で 私 を 睨み、 

「そこへ かけて」 

顎で 椅子 をし やくった。 自分 は 腰をおろした。 縞 背 

広 は 向い合う 場所に かけ、 

「警視庁から 来た 者 だ、 君 を 調べる！」 



赤旗 

共 青 

資金 関係 

そんな 風な 項目 を 書き並べ た。 

「サ ァ、 いっから 赤旗 を 読んで る！」 

自分 はそう いう もの は 知らない。 そう 答える や、 

「噓ォ つけ ェ！」 

狭い 室で うしろの 窓 硝子が ピリ ピリす るよう な 大声 

だ。 呶 鳴りながら、 野蛮な 顔の 相好 を 二目と 見られぬ 

有様に 引 歪め、 

「貴様、 宫 本から もら つて 読んで る じ やない かッ" ： 」 



竹 


畜 


7^ 


知 


人 


知 


知 


知 


何 


ド' 


刀 


生 


わ 


ら 


を 


ら 


ら 


ら 


と 


ズ 


が 


！ 


ん 


な 


ォ 


な 


な 


な 


い 


ン 


頭 




か 


い 




い 


い 


い 


う 


！ 


へ 


レヽ し 




ん 






ィ 




、 _ 




横 


い 




だ 


ど 






そ 


れ 




な 


気 




か 


、 _ 






ん 


は 




ぐ 


に 




ら 


ま 






な 


愚 






な 




仕 


で 






も 


か 




に 






丄-、 ん 

卞隶 


馬 






の 


な 




来 


や 




が' 


鹿 








噓 




た 






な 


に 








で 






ゥ 




い 


す 








あ 






て 






る 








ろ 






ェ 






つ 








つ 






1! 






も 








































だ 













さすがに ためらった。 口のう ちで、 

「いつまでも 勝手な 真似 はさせ て 置かな いんだ」 

ガラス 窓から は 晴れた 四月の 空と 横丁の 長屋の 物干 

とが 見える。 腰巻、 赤い 子供の 着る もの。 春ら しい 日 

光 を照リ かえしながら そんな ものが 高く ほさ つてい る _ 

竹刀で 床 を 突いて は、 テラ テラ 髪 を 分けた 下の 顔 を 

つくって 呶 鳴る 縞 背広の 存在と ガラス 一 重 外の そのよ 

うな あたり 前の 風景の 対照 はちぐ はぐで 自分の 心に 深 

く 刻みつ けられる のであった。 

ケィ 紙に 書きつ けた 一項 一項に ついて、 噓を 云って 

ま、 



ニ^わない つもり か アツ リ」 

と 竹刀 を 鳴らし、 又、 さけた 一 尺 指しで 顔 を 打とうと 

する 

三時 間ば かりして ケィ紙 は 白い まん ま、 自分 は 留置 

場へ 追い 下ろされた。 

その 日の 夕暮、 今 野が 片手で 痛む 左の 耳 を 押えた な 

り 蒼い 顔 をして 高等 室から 監房へ かえって 来た。 

「何ち つた？」 

そう 云って 訊く 看守に おこった 声で 今 野 は、 

「あんな 医者に なんが 分る もんか。 道具 ももって 来 や 



声 を 出して 咽び泣い ている。 

うるせ 

「五月 蠅ぇ 野郎 だナ。 寝ね え か！」 

眼の 大きい 与太者が ドス 声で どやし つけて いる。 

「ねます！ ねます ッ。 僕ァ …… 口惜しいです。 僕ァ 

…… ゥ、 ゥ、 ゥ …… 」 

第二 房で も 眼 を さまし、 鈍い 光に 照らされ 半裸体の 

男で つまって いる 狭い 檻の 内部が ざ わ つき出した。 

「何 だ、 メ ソメソ してやが つて！ のしち やえ、 のし 

ちゃ H ！」 

看守 は 騒ぎ をよ そに 黒い 外套 を 頭からす つぼり 引き 

かぶって、 テ ー ブルの 上に 突つ ぶして いる。 



物 も 云わず 拳固で 殴りつ ける 音が 続け ざまに した。 

暫く しずま つたと 思う と、 

「アツ！ いけね え" 二 

とび 上る ような 声が 保護 室で 起った。 

「仕様が ねじ やねえ か。 オイ、 オイ、 そっち 向いた、 

そっち 向いた」 

「旦那！ 旦那！ あけて やって 下さい！」 

「旦那 すん ません が あけて 下さい。 此奴、 柄に もな く 

泡盛なん か 喰 いやがって …… 」 

「フ ッ！ 臭せ ヱ！」 

誰かの 上に 吐いた の だ。 



「地下鉄 なんです」 

「 …… ストアです か？」 

「いいえ。 —— 出札」 

「 」 

自分 は 異常な 注意 を よびおこされて それき り 暫く 

黙って いた。 地下鉄で はつい この 三月 一 一十 日から 三日 

間 従業員 約 百 名 内 出札の 婦人 四 〇 名が 参加して 地下の 

引込線 を 利用して 車輛 四 台 を 占領し、 全国的 注意 を 喚 

起した ストライキ を やった。 原因 は 出征 従業員 を 会社 

側で 欠勤 扱いに した ことであった。 「触 ルト 死ぬ ゾ" ：」 

と 大書した 紙 をぶ ら 下げた 鉄条網 に 一 一 百ボ ルトの 電流 



合点 をした。 娘さん は X X 高等 女学校 出身で、 スト 

ライ キ のとき は 大衆 選挙で 交渉委員の 一 人で あつたの 

だそう だ。 

今日は 駄目 だろうと 思つ ている と 四時 頃 やっと 労働 

係が 来て 娘さん を 出した。 暫くして 今度 は 自分が 高等 

に よび 出され、 正面に 黒板の ある 警官 教室み た いなと 

ころ を 通りが かると、 沢山 並んで いる 床几の 一 つに 娘 

さんがう なだれて 浅く 腰かけ、 わきに 大 島の 折目 だつ 

た 着物 を 着た 小 商人 風 の 父親が 落着か なげ に そつ ぼ を 

向きながら よそ行き らしく 敷 島 を ふかして いる。 

父と 娘と が それぞれ 別の 思いに ふけっていた 様子が 



自分 はま だ 椅子に も かけて いない。 メリンスの 小 布 

団の ついた 椅子に かけながら、 (主任の 椅子の 小 布団 

は 羽織 裏の 羽二重 だが、 他の 連中の 小 布団 は 一様に メ 

リンスな の だ) 

「何なん です？」 

と 云った。 

「書い てるじ やない か」 

「何 を？」 

「 —— 非合法 出版物へ 書い てるじ やない か」 

「知らない」 

「だァ つて」 



今 野 は 唸る の を やめ、 力 いっぱい 血走った 眼で 上 眼 を 

つかい ハツ、 ハツと 息 を 切りながら、 

「中條 さん …… 切ない ょゥ」 

自分 はた まら なくなった。 錠 を はずして ある 鉄扉 を 

押し あけ、 房の内に 入った。 高熱で 留置場の 穢れた 布 

団が 何とも 云えぬ 臭気 を 放って いる。 自分 は、 垢と 病 

気で 蒼 黒く 焼ける ような 今 野の 手 を 確り 握り、 やつれ 

果てた 頰を 撫でた。 

「何だか …… ボ— とな つ て 来たよ」 

「頭、 ひどく 痛い？」 

「頸の …… ここが (手 を そろり と 後へ やって) 痛い… 



…体 じゅう 何だか …… 」 

自分 は、 全く 畜生 H: と 思い 自分の 体まで むしられ 

る 思いが した。 

「 —— 今 野！」 

夢中に なりそう になる、 忠実で、 強固で、 謙遜な 同 

志の 膏 のに じみ 出た 顔へ ぴ つ たり 自分の 顔 を さしよ 

せ、 私 は 全身の 力 を こめて 低く 呼んだ。 

「今 野」 

その 声で 薄す り 目 を あけ、 こっち を 見た。 

「まだ 死ん じ やい けない よ。 いい か？ 口惜しい から 

ね、 死ん じ やい けない！ いい か？」 



「ああ」 

「しっかりして …… 」 

「ぁァ …… 」 かわいた 唇 をな めて 微かに 「わかって る 

3」 

二人の 若者 は、 きっちり 坐って いる 膝頭に 両手 を 

突つ ぱリ、 

「俺 たちのよ うな、 ャク ザと は 違 うんだ から 全く 気の 

毒です」 

と 云った。 自分 は 一 寸 でも 脳の 剌戟 を少 くす るた め、 

額 を ひやして いる 手拭 を 両目の 上まで き つ と 下げて 置 

くように 頼んだ。 



の 目 を 瞑つ ている 今 野 を 小脇に 引つ かたげて 留置場 か 

ら 出て 行った。 

(附記。 後で 分った ことで あるが そこの 済 生 会 病院で 

は 軍医の 玉子が 治療 をした。 そんな 命が けの 手術 をす 

るのに、 そこ を 切れ、 あすこ を 切れと、 指図され るよ 

うな 不熟練 者が 執刀した。 手術 後、 ガ— ゼの つめかえ 

の 方法 を いい加減に したので、 膿汁が 切開した ところ 

から 出 きらず、 内部へ 内部へ と 病毒が 侵入して、 病勢 

は 退院 後 悪化した。 同志 今 野が、 どうも 頭 は 痛くな つ 

て 来たし 変 だと 思い、 苦痛 を 訴えたら、 済 生 会の 軍医 

は、 却って これまで 一日お きに 通って いたのに、 もう 



大分い いから 四 五日お きに 来い と 云った。 どういう こ 

とかと 思って いると それから 三日 目に 極めて 悪性の 

にゅうし 

乳 嘴 突起 炎 を 起し、 脳膜炎 を 併発し、 今度 は慶応 病院 

に 入院、 大手 術 をした。 危篤 状態で 一 力 月経ち、 命 だ 

け を やっと とりとめた。) 

二 

「 ソ ラ 見える だ ろ うが 」 

「見え やしま せんよ」 

桜の こと を 云って いるので ある。 警察署の 裏、 北 向 



出した。 虱の 独特な むず つき 工合が わかる ようになつ 

た。 おや、 と 思って 襦袢 を 見る と、 小さい 小さい 

紅 蜘蛛み た いな 子 虱まで を 入れる と 十五 匹つ かまえる _ 

そういう 有様で ある。 

或る日の 午後 二 時 ごろ。 —— 一台の 飛行機が やって 

来た。 低空飛行 を やって いると 見えて、 プロペラの 轟 

音は焙 りつけ るよう に 強く 空気 を顫 わし、 いかにも 

寸 ま い 

悠々 その 辺 を 旋回して いる 気勢 だ。 

私 は 我知らず 頭 を あげ、 文明の 徴証で ある 飛行機の 

爆音に 耳 を 傾けた。 快晴の 天気 を 語る ように、 留置場 

入口の ガラス戸に ぺ ンキ屋 の 看板の 一 部が クッキ リ映 



とんで いるの だ。 革命的な 労働者、 農民、 朝鮮、 台湾 

人に とって、 飛行機 は 何 を やった か？ (台湾 霧 社の 土 

人 は 飛行機から 陸軍 最新 製造の 爆弾と 毒ガス を 撒かれ 

殺戮され た。) 

猶も 高く 低く 爆音の 尾を引つ ぱ つ て とんで いる われ 

われの もので ない 飛行機。 I - 

モスク ヷのメ —デ— の 光景が 思い出され、 自分 は 

おおなみ 

濤 のように 湧き起る 歌 を 全身に 感じた。 

立て 餓えた る ものよ 

今 ぞ日は 近し 

これ は 歴史の 羽音で ある。 自分 は 臭い 監房の 真中に 



急に 止って 歌 を やめ、 

「みなさ ァん」 

声の われた、 卑俗な 調子で 短い 演説の ような こと を 

やった かと 思う と、 すぐ^ -— ン^ -— ン ドン ドン ドンと 

太鼓が 鳴り 出し、 宵の ざわめき を 越えて、 

信ずる もの は 誰れ ェ も 

と 再び 同じ 歌が 進行して 来る。 近所の 教会の 連中と 見 

え、 子供が たか つ て 意味 も 知らずに 声 を張リ あげ 無味 

乾燥な 太鼓に 追い まくられる ようにしながら、 

みィな 救く ゥ わる ゥ —— 

と 歩いて いる。 留置場の 横 通りのと ころで 暫く わざと 



が 起きたら、 どうす るね」 

これに は 監房 じゅうが 笑い出し、 実に 大笑い をした。 

五分 莂の、 陸軍 大尉の ふるての ような 警視庁 検閲 係 

の 清水が、 上衣 をぬ ぎ、 ワイシャツに チヨ ツキ 姿で テ— 

ブルの 右 横にい る。 自分 は 入口の 側。 やや 離れて その 

両方 を 見較べられる 位置に 主任が 腕組み をして いる。 

「編輯 会議に は あなた も 出て いた そうじゃ ないか、 ほ 

かに 誰々 が 出て いました？」 

日本 プロレタリア 文化 連盟で は 二月 選挙のと き r 大 

衆の 友」 の 号外 を 発行し、 ブル ジョァ 選挙の バ クロと 



階級 的 候補者 支持、 選挙 を どう 闘うべき かとい うこと 

の アジ プ 口 を 行った。 その 号外が テ— ブルの 上に ひろ 

げられ ている。 自分 は 署名して、 ソヴ エト 同盟の 婦人 

と 選挙 活動の こと を 書いて いるので あった。 清水 は 日 

本 プロレタリア 美術家 同盟 (ヤップ) から は 誰が 出て 

いたかと 繰返し 訊いた。 自分 は 覚えて いない。 

「 —— 柳 瀬が 出て いた 害 だ … … 」 

「私 は 元来 美術家 同盟で は 知らない 人ば つかり だから 

分らない」 

清水 は 無骨な 指で ひろげた 号外 をた たきながら 云つ 

た。 



義 社会 建設の 闘士 を 選べ！』 とか 云う の は、 どういう 

意味なん だ」 

と 詰問した。 自分 は、 

「どれ、 一 寸 見せて 下さい」 

と 注意ぶ かく その 部分 を 読み かえして 見た。 

「 …… 非常に はっきり している のじ やない かしら。 I 

I ソヴ エト 同盟で はこうで あると 事実 を 云つ ている の 

だから …… 」 

「日本の 労働者 は、 じゃァ どうしろ という 意味なん で 

す？」 

「この 記事 は、 それ を 扱って いません ね」 



啓蒙 的な 記事と して は、 そこが 欠点であった。 自分 

はそう 思う ので あ つ た。 

「大体、 こんな ものに 書く という 法 はない じ やない 

か" 二 

「 」 

「え？ 君の 小説 こそ 読ましても らいたい。 僕 はこれ 

で もず つ と 夏 目 漱石ゃ 君の 小説 は 読ん でいたん だから 

ね。 …… 立派に 小説が 書け るのに こんな ものへ 書かな 

くた つてい いんです。 え？ そうでしょう？」 

これ は 事 あたらしく 清水が いうば かりで はない。 中 

川 も 云い、 駒 込署の 主任 も 云う。 そして ブル ジョ ァ批 



徳永、 橋 本、 貴 司な どが 引致され たという ところ を 繰 

かえして 読み、 これらの 人々 の 闘争 を、 身近に 感じる 

のであった。 

大会が 持 たれた という 事 は、 しかし 何とも 云えぬ 鼓 

舞であった。 自分が 書く 害で 書き終えなかった 婦人 委 

員 会の 報告 も、 して 見れば、 誰かに よって ちゃんと 書 

かれて いるの だ。 そう 思い、 凜 とした よろこびに 満た 

された。 外で は 皆 結束して 働き、 自分の 部署 は、 今此 

処で 正しい われわれの 主張の ために 闘う ところに 移さ 

れて ある。 それ を 貫徹す る こそ 役割の 遂行で ある。 そ 

う、 きつく 確 ml を もって 感じる のであった。 



「 」 

ほの 

対 手の 眼 を 見つめて いるう ちに、 仄めかされた 言葉 

の 内容が 、徐々 に、 そ の 重要性と 具体的な 意味と で 分つ 

て 来る。 I— 

おや. び 

間を置いて、 私 は 歯の 間から 一 言、 一 言 を 拇指で 押 

すよう に 云った。 

「 —— 然し、 それ は 窮極に おいて 一時の 細工 だ。 歴史 

は 必ず 進む ように 進む からね、 帝政 時代の ロシアで は、 

サバト フが 同じような こと を やった。 しかし ロシアの 

労働者 は、 それ を 凌いで ソヴ エトに したの だから …… 」 

「ふむ …… 」 



仄めかされた 数 言 は 次の ような 内容に 大体 釈 訳され 

るので あった。 即ち 赤松 は 軍部の 指令に よって 或る 革 

命 的 カンパ ニァの 日に でも、 暴動 を 挑発す る。 == 総 

同盟 系の 反革命 的 労働者 を 煽動して、 一 定の 公共物 を 

襲撃させる。 すると、 直ちに それ を 共産党の 蜂起と デ 

マリ、 鎮圧の 名目で 軍隊 を 繰り出し、 市街戦で 革命的 

労働者、 前衛 を 虐殺し、 それ を きっかけに 戒厳令 を も 

布く。 そのような 計画が 予定のう ちに ある キッ カケの 

為に、 赤松 は 総 同盟の 労働者 を 最も 値よ く 売ろうと し 

ている、 と 云う ことなの である。 

留置場に 戻り、 檻の 内 を 歩きながら、 自分 は 深い 複 



りで、 君の 損 だよ」 

目 さき をき かすに も、 事実ない ことで は 仕方ない。 

自分 を 椅子に かけさせて 置き、 

「 一 寸 すみませんが 田 無 を 呼び出して 下さい」 

と、 特高に 目の前で 電話 をつな がせた。 

r ァ、 もしもし 中 川です。 明日の 朝早く 細 田 民樹を 

ひっぱって おいて くれません か。 え、 そうです。 細 田 

は 二人い るが、 民樹の 方です。 ついでに 家 を ガサって 

おいて 下さい。 —— じ や、 お願いします」 

そ んな 命令 を わざわざき かせたり した。 

「 —— これ も薯づ るの 一 つ だ」 



こういう 威 嚇ば かりで なく、 警察 では 例えば 拘留が 

きまる と 親族に 通知して 貰える キ マリで ある。 が、 留 

置 場で 見て いると、 大抵の 看守 は、 いきなり、 

「通知 人 ありか、 なし か」 

と 訊いた。 または、 

「ここへ 通知 人 ナシと 書け」 

という。 不馴れの もの は、 自分た ちの 権利の つかい ど 

ころ を 知らない。 云われる ままになる しか 方策がない _ 

今の 場合、 自分 は、 認定で 送れる の だと 云われても、 

ただ 常識で、 そんな 不合理な ことがあ るか！ と 撥ね 

かえす ばかりな のであった。 



わして くれそう に、 ケ ー スの 上で トン トンと やって 見 

せたり して、 猿 をから かうよう に 留置 人 をから かう の 

であった。 そのために、 吸い もせずに くたくた 古く 

なった バット を 二 本、 いつも ニッケル • ケ —スに 入れ 

て もっている のであった。 

「チ ッ！ いけすかない！」 

空巣の 加担 をし※ 〔# 「貝+ 藏」、 429-14〕 品 を 質屋へ 

持って行って 入れられ ている 五十 婆さんが 舌う ちした。 

しと 

「あたし、 世の中に こういう とこの 人た ちぐら いいや 

な 男って ない わ」 

横 坐り をして いる 若い 女給が 伊達巻 をし め 直しな が 



の、 小さい 妹の 稽古 だのの ことに 話頭 を 転じる。 母親 

がいらぬ 心痛から 妙な 計画で も 思い つ いて は 困る と、 

自分 は 留置場の 内の ことに ついては、 何 一 つ 云わない 

ようにして いるので あ つ た。 

話しながら 自分 はちよ いちょい、 母親の 手 提袋を 膝 

にの せて 控えて いる 妹の 顔に 視線 を やった。 母親との 

話 はすぐ とぎれた。 すると 妹が、 

r —— やせた わね」 

と 眼に 力を入れて 云って、 可愛い 生 毛の 生えた 口許に 

うか 

ぎごちな いような 微笑 を泛 ベた。 

「そう ォ？ I 



r し 

監房に 入っても、 自分 は 考えに 捕われて いた。 情勢 

は、 こういう 風な モメント を 経て、 多くの 中間層の 家 

庭 を 様々 な 形に 崩壊 させて 行く ので ある。 そして、 敵 

は 抜 目な くその 間から 自身の 利用す ベ きもの を摑 むの 

だ。 

向い合って 坐って いた 女給が 突然、 

「いや ァ！ こわい！」 

と 抉で 顔 を 押え、 体 をく ねらした ので、 自分 はび つく 

りして 我に かえった。 

「どうしたの？」 



して 扉のと ころに 立って い る 気勢が おぼろ 気に 感じら 

れた。 瞼 をと おして、 電燈の 黄色い 光り を 感じ、 もう 

一度、 隣り の 監房の 開く 音 をき いた。 誰か 入って 来た 

な。 そう 思い、 体 を 少し ずらせて 場所 を あけ、 その ま 

ま 又眠リ つづけた。 (留置場 生活が 永くなる と、 特別 

な 場合で ない 限り、 眠って から 入れられて 来る 者に 対 

して、 無頓着に、 幾分 迷惑に さえ 感じる のであった。) 

朝に なった。 一番 奥のと ころに 昨夜 入れられて 来た 

若い 女が、 頰ぺ たを濡 手拭で 押え、 房 さり 髪 を 切った 

体 を ちぢめる ようにして 起き 上って いる。 布団 を 畳む 

時、 女給が、 



薄手な 素足で- j つちへ 来て 坐りながら、 

「下剤 かける かしら」 

やや 心配 気に 訊いた。 私 も 小声で、 

「何のんだ の」 

「銀紙の かたまり。 …… 私 呑み やしないって がんばつ 

てるんだ けど」 

第一 二 房へ 入れられた 男の 同志と 昨夜 十一 一時 頃 仕事 を 

すまして いざ 寝ようと している とこへ、 ドカド 力と 四 

五 人 土足で 侵入して 来た。 その 女の 同志 は ハツと して 

何 か を 口へ 入れて しまったと 見る と、 彼等 は 一時に 折 

リ 重リ、 殴る 蹴る。 間に、 一人が ステッキ を 口へ 突 込 



網へ すりつ いて 立って いる。 新たに 来た 二人 は 別々 の 

監房へ 入れられた。 

「くやしい わ、 二人とも XXX 車庫で、 しっかりして 

る 人 だのに」 

その 日 留置場 内の人 数 は 割合 少く、 看守の 気 も鎮っ 

ていた。 一緒につ かまった 男の 同志が 人馴れた 口調で 

看守に 国鉄 従業員の 勤務 状態な ど を、 話しかけ ている。 

それに かこつけて、 巧に 必要な 連絡 を 女の 同志に 向つ 

てつけて いるら しい。 女の 同志 はじつ とそれ に 耳 を 傾 

け 「ふ、 あんな こと 云つ てる」 などと 頼もし そうに 笑つ 

た。 



三日ば かりで、 組合の 男の 同志 は 月島署 へま わされ 

た。 

看守が 残った 女の 同志に、 

「君 ァ、 鳩 ぼつ ぼ (レポ— タァ) かと 思って たら どう 

して なかなか 偉 いんだ そうじゃ ないか」 

と 云った。 

「 鳩 ぼつ ぼ だ わよ」 

そして、 濡 手拭 を頰に 当てた まま、 ふ、 ふと 静かに 

笑って いる。 

自分た ち は、 段々 いろいろ のこと を 話す ようになつ 

た。 



だと、 腰 を 据える しか 仕方がない のであった。 

女の 同志 は、 

「本庁の 奴、 私 を 見て、 なァん だもう 来て いたの 

か！ つて、 あきれて た わ」 

この 前 は 拘留が あける と 警察から 真直 ステ— シ ョ ン 

へ つれて ゆかれ、 汽車に のせられ、 国元へ 送り 帰され 

たの だそう だ。 鉄道 病院の 模範 看護婦で、 日本 大学の 

夜学で 勉強した ことがあ る —— o 

「そこで あんまり とんちんかんな 社会学の 講義 をき か 

されたん で、 妙 だ、 妙 だと 思った のが こっちへ 来る 始 

りなの よ」 



「我々 はこれ まで、 お 互に いろんな 損 をして 来て いる 

と 思う。 我々 が 偏見 を もって 反撥して いれば、 それ だ 

け 嬉しが つ てる 奴が あるんだ から」 

「 そう 思う と、 癩 だね」 

「ねえ！」 

そんな こと を 話し合って 監房の 金網から 左手の 欄間 

けやき 

を 見上げる と、 櫸は 若葉で 底 光る 梅雨空に 重く、 緑色 

を 垂らして いる。 —— - 

ズ ー ッと 入って 行って 横顔 を 見、 自分 はお やと 目 を 

瞠 つた。 いっかの 地下鉄の 娘さんの 父親が やって来て 



いる。 

「そういう 次第でして 私と しまして は 或はもう 死 

んで いるものと 思います が、 どうぞ 一 つ、 よろしくお 

^ レ ！ -ます 」 

自分 は 傍の テ— ブルで 新聞 を ひろげた。 

「いや …… だが —— 困った ね」 

主任 は、 例の 酸っぱい ような 口つ きをしながら、 鼠 

色 合服の 上着の 前 を 左右から 搔 きあわせ つ つ、 

「どうです …… 何 か 変った 様子で もなかったです か」 

「 そ の 晚も) 」 く 平常 のとお りでして、 監視 は 怠らずに 

いたんで すが、 あれが フ 口から かえって 二階へ 上り ま 



いう 性の 娘さんであった。 

父親 は、 会社へ もね じ 込んで 行った の だそう だ。 

「同じ 切るなら、 若い ものの こと だ、 せめて 生きられ 

るよう に 切って 貰いたかった と 云いました。 会社の 方 

でも、 それ はすまなかった と は 云って おり ましたが… 

…どうも I I 」 

小 商人 風の 小柄な 父親 は セルの 前 をパッ とひろ げ襦 

袢を 見せて 椅子の 端に かけ、 肩 を 張って 云って いる。 

卑屈な リに 今日は 精一杯の 抗議 感を、 その 切 口上のう 

ちに 表現し ようと 力 を こめて いるの が 私にまで 感じら 

れ るので あった。 



ス • パ • ィ. よ。 むこう は、 わけの 分らない、 只う ま 

く 立 廻ろうと している 親 をそう いう 風に 利用して いる 

のよ。 しっかりして 頂戴、 たのむ から …… 」 

ドアのと ころで、 咳払いが する。 自分 は 母の そば を 

はなれながら、 猶、 じっと 目 を 放さず、 

「わかった？」 

まばた 

母親 は、 むっとした 顔で そつ ぼ を 向き 瞬き を繁く 

している。 —— 

やがて 袖 を さぐって ハ ンケチ を 出しながら 泣き出し 

た。 しかし それ は、 自分が わるかった とさと つて 流し 

ている 涙で ない こと は、 犇と 私に 分る のであった。 
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